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【概 要 版】



「1 1 0周年記念誌」の発刊に寄せて

支所長 河原 孝行

国立研究開発法人森林研究 ・ 整備機構森林総合研究所北海道支所は今年 2018年（平成

30年）で創立110周年を迎えました。 もともとは1908年（明治41年）内務省北海道庁所

管野幌林業試験場として江別村字野幌志文別に職員9 人で創設されました。 当時付属試

験林として現在の野幌国有林を所有していました。 1927年（昭和2年）には庁舎を江別村

西野幌伊達屋敷に移転しました。 庁舎は今 でも国指定登録文化財として残っており、 周

辺の敷地には森林総合研究所林木育種センタ ー 北海道育種場が建っています。1947年（昭

和 22 年）には、 林政統 一により帝室林野局北海道林業試験場と統合され、 農林省所管の

林業試験場札幌支場となり、 153 人の職員数となりました。 1953年（昭和28年）には林業

試験場北海道支場となり、 本拠も江別から元帝室林野局のあった札幌市豊平に移りまし

た。 現在、 この場所は豊平公園の一 部となり、 市民に親しまれています。1974年（昭和49

年）より札幌市羊ヶ丘に移転し、 現独立行政法人化 ・ 組織再編などに伴う改称を経て、 現

在に至っています。

現在の羊ヶ丘の実験林のうち、 シラカンバを主体とする天然生林はほぼ110 年前の山

火事後の再生林と言われており、 まさに、 北海道支所と同年齢です。 森林のサイクルを

考えれば110年はまだまだ1世代の一部です。 北海道の人工林も1960年代から1970年

代に拡大造林によって植栽されたトドマツ ・ カラマツが主伐期を迎えて、 ようやく1世

代が回ろうとしているところです。 森林はその発達や成長段階によって研究課題も移り

変わっていきます。 また、 エ ネルギ ー 革命、 貿易自由化、 建築様式の変化など様々な社

会的要因によっても、 木材の需給動向が変化しています。 これら時代々々の研究課題に

諸先輩が取り組んできた先に私たちの新たな研究課題が展開しています。

100 周年記念誌には 100年間の研究を総括して記載しましたので、 この記念誌では、

次の100年の第1歩としてこの10年間の研究を主に概観しています。 また、 20年ぶり

に、 北海道支所で勤務されたOB·OGの方に思い出や現状を投稿していただきました。
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